
平成19年から与謝の
海病院研修員となり、
整形外科の手術に参
加しています。

住　　所：宮津市宮村辻町1168－2
院　　長：浪江和生
標榜科目：整、皮
Tel:0772－22－7211
診療時間：
月・火・木・金 9:00 ～ 12:00, 15:00 ～ 18:00
水・土　　　　 9:00 ～ 12:00

【院長から一言】

専門医資格を持っている科目しか標榜していません。
医師が２人いるということです。

【当院の特徴】

地域医療の一翼を
になうべく、「信頼
と真心」で頑張っ
ていきたいと思い
ます。

住　　所：与謝野町算所384－4
院　　長：伊藤邦彦
標榜科目：内、循、小
Tel:0772－42－2426　Fax:0772－42－2749
診療時間：
月～金 9:00 ～ 12:00, 15:30 ～ 18:00
土　　 9:00 ～ 12:00

【院長から一言】
内科一般の初期医療と在宅医療をやっております。
【当院の特徴】

内科的な健康相談
及び、患者様のニー
ズにあった医療が
提供できるよう努
力いたします。

住　　所：京丹後市大宮町口大野123
院　　長：安井俊雄
標榜科目：内、胃、消
Tel:0772－68－0123　Fax:0772－68－1302
診療時間：
月～金 9:00 ～ 12:00, 17:00 ～ 19:00
土　　 9:00 ～ 12:00

【院長から一言】

2004年より、3代目の所
長です。「家庭医療」を実
践して患者中心の医療、
家族志向のプライマリケ
アを行っています。子供
から大人まで幅広く診察
し、在宅ホスピスケアも
提供します。

住　　所：京丹後市大宮町河辺3368－1
所　　長：寺本敬一
標榜科目：内、小、外、整、放、リ
Tel:0772－68－5017　Fax:0772－68－5035
診療時間：
月・水・金 9:00 ～ 12:00, 17:00 ～ 19:00
火・木・土 9:00 ～ 12:00

【院長から一言】

地域のみなさんと協力して建設した診療所で、患者さまの立
場に立った親切で良い医療を目指し、外来診療だけでなく、
在宅医療、予防接種、健診活動も積極的に取り組んでいます。
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新・医療の現場から
新・医療の現場から 緩和ケアチームの活動について

が国の死亡の第１位を占める悪性新生物
（がん）の死亡数及び罹患数はともに増加

の一途をたどっています。
　政府は、２００７年４月にがん対策基本法を施行
し、がん診療連携拠点病院を核とした国を挙げ
てのがん医療の均てん化および質向上への取り
組みを実施しています。
　がん患者様の６０～８５％にがん性疼痛が認めら
れ、がん患者様は化学療法・放射線による副作
用である嘔気 ･嘔吐、息苦しさ、倦怠感、貧血
など多くの耐え難い症状を背景に不眠、不安、
うつなどの精神症状にも苦しめられることが多
くあります。
　そこで、“緩和ケア”をといったとき患者様や
ご家族だけでなく医療者の中にも、緩和ケア＝
終末期医療・ターミナルケアという意識をお持
ちの方がおられます。
　２００２年に世界保健機構（WHO）の緩和ケア
の定義が次のように改定されました。
　「緩和ケアとは、生命を脅かす疾患による問題
に直面している患者とその家族に対して、疾患
の早期より痛み、身体的問題、心理社会的問題、
スピリチュアルな（霊的な、魂の）問題に関し
てきちんとした評価をおこない、それが障害と
ならないように予防したり対処したりすること
で、QOL（生活の質、生命の質）を改善するた
めのアプローチである。」
　緩和ケアとは疾患の早期から提供されるべき

ものです。
　当院では、平成１８年度から緩和ケアチーム活
動を開始し、平成２０年度各部署に緩和ケアチー
ムメンバーを配置しました。現在、医師、看護
師、薬剤師、精神相談員が構成メンバーとなっ
ています。また、緩和ケアチームの案内を各病
棟・外来に掲示し、患者様・ご家族の方にも知っ
て頂けるようにしております。
　活動は、月１回緩和ケアチーム会議を開き、
WHOのがん性疼痛管理ガイドラインに基づく治
療の有無や痛みのスケールを用いた評価結果を
通して症例検討を行っています。
　患者様やご家族の方が安全、安心、安楽に療
養生活を送ることができるよう、トータルペイ
ンの緩和を図り、その人らしい生活の維持を目
指して支援していきたいと思います。
　２００８年１２月に丹後医療圏では当院が「がん診
療連携協力病院」の指定を受けました。

　今後、さらに緩和ケアチームの活動
が充実できるよう努力していきたいと
考えております。

わ

看護師長
砂　原　洋　子


